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紛争鉱物問題対応セミナー 

「OECD デュー・デリジェンス・ガイダンスと米国 SEC 規則への対応」 

 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素より、当組合活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
今般、当組合では標記演題により、日本企業にとっての紛争鉱物問題対応のためのセミナー

を開催することになりました。 
本セミナーでは、第１テーマとして、経済開発協力機構（OECD）で紛争鉱物デュー・デリ

ジェンス・プロジェクトに携わっておられる Tyler Gillard 氏をお招きして、「紛争地域からの

鉱物にかかる OECD デュー・デリジェンス・ガイダンス」及び「スズ、タンタル、タングス

テン（3T）及び金（G）に関する補足書」に関する解説、米国金融規制改革法（Dodd Frank Act）
の紛争鉱物関連条項との関連性や企業のパイロット実施フェーズ等についてご報告いただきま

す。 
続いて、第２テーマとして、このパイロット実施フェーズに取り組んでおられるパナソニッ

ク株式会社 CSR 担当室 参事の有川 倫子 氏より、本パイロット実施フェーズの進捗状況、

当該取組みにおけるメリットや課題、日本企業への示唆等についてお話を伺います。 
最後に、第３テーマとして、有限責任監査法人トーマツ ディレクターの西本 匡利 氏より、

金融規制改革法を踏まえた米国証券取引委員会（SEC）規則案を巡る昨今の動向、アフリカの

鉱物原産国の対応事例や日本企業の対応策について解説いただきます。 
なお、紛争鉱物の使用に係る報告・情報開示に関する米国 SEC 規則の公表については、こ

れまで度々延期されてきましたが、去る 7 月 2 日付の SEC の公示において、紛争鉱物に係る

開示については、今年 8 月 22 日の公開会議において最終的な規則の採否を決定することが発

表されました。 
当組合は昨年、紛争鉱物問題への対応セミナーを二回にわたって開催いたしましたが、その

後の OECD や日本企業の対応動向等の最新情報を報告することで、企業関係者各位の紛争鉱

物問題への取組み強化の一助と致したいと存じます。 
つきましては、ぜひこの機会をご利用いただき、ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 
 

記 
 
●日 時 ： 平成２４年 ７月３１日（火）午前９時１５分～１２時００分（開場８時５０分） 
 
●場 所 ： 機械振興会館 6 階 会議室 6D-1～3（定員 130 名） 

〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8（詳しくは以下の URL 参照） 
http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html  
 

 

http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html


●講演テーマ及びプログラム 
時間 講演内容 講演者 

9:15～9:20 
（5 分） 

挨拶 － 

9:20～10:30 
（70 分） 

「紛争地域からの鉱物にかかる OECD デュー・デ

リジェンス・ガイダンス」及び「スズ、タンタル、

タングステン（3T）及び金（G）に関する補足書」

について 
 
※英日逐次通訳あり 

経済開発協力機構 事務局 
Tyler Gillard 氏 
Legal Expert, Due Diligence 
Project, Investment Division, 
Directorate for Financial and 
Enterprise Affairs, 
OECD secretariat 

10:30～10:50
（20 分） 

「OECD デュー・デリジェンス・ガイダンスのパ

イロット実施フェーズに関する取組みについて」 
パナソニック株式会社 
CSR 担当室 参事 
有川 倫子 氏 

10:50～11:10 
（20 分） 

質疑応答 － 

11:10～11:20 
（10 分） 

休憩 － 

11:20～11:50 
（30 分） 

米国 SEC 規則を取り巻く動向と日本企業の対応に

ついて 
有限責任監査法人トーマツ 
ディレクター 
西本 匡利 氏 

11:50～12:00 
（10 分） 

質疑応答 － 

 
●参加費 ： 無料 
 
●お申込み方法 ： セミナー参加ご希望の方は、7 月 27 日（金）までに当組合ホームページ 
（http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm）からお申し込み下さい。 
なお、定員になり次第、締め切りを繰り上げる場合がございます。 

 
●キャンセル方法 ： 7 月 27 日（金）までに下記事務局までご連絡願います。 
 
●備 考 ： 
昨年 5 月 23 日に開催した「紛争鉱物使用製品サプライチェーン対応」セミナーの講演録（「紛

争鉱物のサプライチェーンに関する OECD デュー・デリジェンス・ガイダンスについて」（講

師：経済産業省 通商政策局 米州課 課長補佐 宮崎 拓夫 氏）及びその関連資料を、当組

合ホームページ「セミナー開催のご案内」に掲出しておりますのでご参照ください。 
http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm または 
http://www.jmcti.org/trade/sekatsushiryou.htm  

 
※受講券の発行はございません。 
※セミナー当日は、受付にお名刺をお渡しくださるようお願いいたします。 

以上 
ご不明な点がございましたら、下記事務局までご連絡下さい。 

日本機械輸出組合 通商・投資グループ 庫元
くらもと

、長岡 
Tel 03-3431-9348、Fax 03-3436-6455、mailto:tohshi@jmcti.or.jp 
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